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オリコ、クレディセゾン、キュービタスによる

新オーソリシステム稼動開始

トコーポレーション（代表取締役社長 西田宜正 以下：オリコ）、

ゾン（代表取締役社長 林野宏 以下：クレディセゾン）、及び 

会社（代表取締役社長 井上誠一郎）の子会社である株式会社キュー

長 栂野恭輔 以下：キュービタス)（併せて以下：３社）は、２０

ーソリシステム（名称「ＡＵＲＯＲＡ(オーロラ)」）の稼動を開始い

信販系・流通系・銀行系を代表する３社が「ローコストオペレーショ

・加盟店・受託先に提供する機能・サービスの向上」を目指し構築を

同システム（新基幹システム＋新オーソリシステム）の第一弾として

、主な特長は以下のとおりです。（詳細別紙） 
者の信用承認を行うこと。オーソリゼーション(Authorization)の略。 

セゾンブランド・ＵＣブランドを集中処理する日本最大級の業量を  

ソリ共同化システムであり、利用クレジットカード会社は、投資抑

いったメリットを享受できること。 

集約することで、クレジットカードやハウスカード等の会員番号体系

管理が可能となるほか、マルチブランド（ＶＩＳＡ・

ｒｄ・ＪＣＢ・ＡＭＥＲＩＣＡＮ ＥＸＰＲＥＳＳ）への対応、各種

や国際ブランドとのネットワーク接続が可能となり、多数のカード会

こと。 

エンドプロセッサー）を含むオーソリシステムインフラの２センタ  

準の安全性・耐障害性・耐災害性を実現していること。 

システム「ＡＵＲＯＲＡ（オーロラ）」は、ＮＴＴデータに委託して

今後の運用についても、２００４年１月より稼動している共同ＦＥＰ

に委託いたします。 

サービスを担うキュービタスは、２００８年４月にクレディセゾンの

門を統合、セゾンブランド・ＵＣブランドの業務・システムの集約を

オーソリシステム「ＡＵＲＯＲＡ（オーロラ）」稼動を契機に、オリコと広

進めて参ります。これにより、３社の更なるコスト削減が可能となり

ビタスは、「質量ともにＮｏ.１の総合プロセシングカンパニー」と
ず、あらゆるクレジットカード事業者に日本最高水準の品質と価格競

ングサービスを提供してまいります。 
以上 



別紙 

新オーソリシステムの概要 ※下図：赤枠  

 １．名称      ＡＵＲＯＲＡ（オーロラ） 

           《由来》ローマ神話の暁の神の名前で、知性の光・創造性の光が到来す

る時のシンボルとして用いられることから、今回の新オーソリ

システムのリリースにおいても、次期共同システムの第一弾と

して、今後の明るい未来を想起させるとして「ＡＵＲＯＲＡ」

とした。 

 

 ２．概要図  

 

 

３．システムの特徴 

 （１）プロセシングコストの削減

・ ファシリティ、センター設備、ハードウェア、運用オペレーションを共用することによ

り設備コスト、運用コストを削減 

・ 業務仕様を最大限共通化することによりソフトウェア開発、維持コストを削減 

 （２）業務ノウハウの集約 

・ 信販系、流通系、銀行系の特徴を集約した汎用性のある業務仕様を実装 

・ 汎用性のある業務仕様とすることで、クレジット関連各社からの要望に幅広く応えられ

るシステム基盤を確立 

 （３）拡張性・継続性 

・ ２４時間３６５日ノンストップマシンを使用 

・ 最新鋭のノンストップマシンを採用することで、高い拡張性、継続性を有する 

・ 大容量マシンのため、取扱規模増大に応じた機能拡張にも十分対応可能 

 



 （４）堅牢性 

・ 最高水準の安全性・耐障害性・耐災害性を実現 

◆基幹システムと切り離し別センター化することで、基幹システムの障害時・災害時

であっても、オーソリシステム（共同ＦＥＰシステム含）のみでの単独稼動が可能 

◆メインセンターのほかに、災害対策用のセンターを設置 

◆回線を複数キャリア接続とし、回線機器についても全て２重化構成 

・ ＦＩＳＣ（財団法人金融情報システムセンター）の安全対策基準に対応 

（５）主な機能特性 

・ ＶＩＳＡ、ＭａｓｔｅｒＣａｒｄ、ＡＭＥＲＩＣＡＮ ＥＸＰＲＥＳＳ、ＣＡＦＩＳ、

ＪＣＮ等の主要なネットワークのオーソリ処理が可能 

・ ＩＣフルオーソリ機能を標準装備 

・ ３Ｄセキュア認証機能を標準装備 


